
令和３年２月９日 

砧総合支所街づくり課 

世田谷西部地域大蔵・岡本・鎌田・瀬田地区地区計画変更（素案） 

（補助２１６号線沿道地区）について 

１ 主旨 

当該地区は、世田谷西部地域大蔵・岡本・鎌田・瀬田地区地区計画の区域内であり、こ

れまで、主に建替えを契機として街づくりを誘導してきたところである。令和２年４月１

日には、当該地区内に計画されている東京都市計画道路事業幹線街路補助線街路第２１６

号線大蔵六丁目及び鎌田四丁目区間及び同第２１３号線の一部（西谷戸橋手前まで）（以下

「補助２１６号線（大蔵Ⅱ期）」という。）が事業認可された。これを契機として、補助２

１６号線（大蔵Ⅱ期）沿道（以下「補助２１６号線沿道地区」という。）について、地区幹

線道路沿道に適した街づくりの検討を進めてきた。 

このたび、意見交換会等における地域住民等の意見を踏まえ、世田谷西部地域大蔵・岡

本・鎌田・瀬田地区地区計画変更（素案）を取りまとめたので報告する。 

２ 対象地区 

世田谷西部地域大蔵・岡本・鎌田・瀬田地区 
地区計画区域 

打越地区地区計画区域 

鎌田前耕地地区地区計画区域 

地区計画変更予定区域 
（補助２１６号線沿道地区） 

今回事業着手区間 
（事業中） 

凡例 

都市計画道路 

（補助２１６号線） 

完成区間 

事業中 
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３ これまでの経緯 

平成５年 ８月 世田谷西部地域大蔵・岡本・鎌田・瀬田地区地区計画策定 

令和２年 ４月 補助２１６号線（大蔵Ⅱ期）都市計画事業認可 

６月 街づくり意見交換会の開催 

９月 街づくり意見交換会（たたき台説明会）の開催 

４ 地区計画変更（素案）について 

（１） 地区計画変更（素案）概要 【別紙１】参照 

（２） 地区計画変更（素案） 【別紙２】参照 

５ 関連する都市計画の変更等（予定） 

（１）用途地域の変更〔東京都決定〕

（２）高度地区の変更〔世田谷区決定〕

（３）地区街づくり計画変更（素案） 【別紙３】参照

６ 地区計画等変更（素案）説明会について（予定） 

（１） 開催日時 令和３年２月２６日（金）１７：４５～１９：１５

２月２７日（土）１０：００～１１：３０ 

（２） 開催場所 鎌田区民センター 第一会議室（鎌田三丁目３５番１号）

７ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年 ２月 地区計画等変更（素案）説明会開催 

８月 都市計画審議会（１６条予告） 

９月 都市計画法第１６条による地区計画等変更（原案）の公告・縦覧 

及び説明会開催 

１０月 都市計画審議会（１６条報告・１７条予告） 

１１月 都市整備常任委員会報告（案の報告） 

都市計画法第１７条による地区計画等変更（案）の公告・縦覧 

１２月 都市計画審議会（諮問） 

令和４年 ２月 東京都都市計画審議会付議（東京都市計画用途地域の変更） 

３月 都市整備常任委員会報告（決定の報告） 

都市計画決定・告示 
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地区計画変更（素案）の概要（変更部分のみ） 

名 称 世田谷西部地域大蔵・岡本・鎌田・瀬田地区地

区計画 

地区計画の目標 ＜前段略＞面整備事業や都市計画道路事業に

着手した地区についても、周辺アクセス道路の

充実や土地利用制限の段階的解除などによって

支援する。 

区 域 の 整

備、開発及

び保全に関

する方針 

土地利用の方針 ＜前段略＞都市計画道路事業に着手した地区

においては、低層住宅地との調和を図り、事業

効果に応じて生活利便施設などが適切に配置さ

れる中高層住宅地として、新たな土地利用を誘

導する。 

建築物等の整備の方針 補助２１６号線沿道地区においては、周辺の

低層住宅地との調和を図りながら合理的な土地

利用を誘導するため、壁面の位置の制限、建築

物等の高さの最高限度を定める。 

その他当該地区の整備、

開発及び保全に関する

方針 

１ 補助２１６号線沿道地区では、みどり豊か

で潤いのある街並み空間の形成のため、積極

的な既存樹木の保全や新たなみどりの創出に

努める。 

２ 補助２１６号線沿道地区では、建築物の敷

地内に浸透地下埋設管、浸透ます、透水性舗

装、浸透側溝又は貯留施設など、雨水の河川

等への流出を抑制するための施設の整備を促

進し、浸水被害の防止及び水環境の保全等に

努める。 

地

区

整

備

計

画 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

地区の区分 補助２１６号線沿道地区 

建築物の容積率の最高限度 ― 

建築物の建蔽率の最高限度 

４／１０ 

ただし、東京都風致地区条例に基づき許可を

受けた場合は、この限りでない。 

建築物の敷地面積の最低限

度 

１００㎡ 

壁面の位置の制限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面（以下

「壁面」という。）までの距離は、道路境界線か

ら２ｍ以上、その他の境界線から１.５ｍ以上と

する。 

ただし、東京都風致地区条例に基づき許可を

受けた場合は、この限りでない。 

高さの最高限度 １５ｍ 
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形態又は色彩その他の意匠

の制限 

１ 建築物等の形態及び意匠は、周囲と調和の

取れたものとする。 

２ 屋外広告物等を設置する場合は、美観・風

致を損なわないものとする。 

垣又はさくの構造の制限 

道路に面して垣又はさくを設ける場合は、生

垣又はフェンス等に沿って緑化したものなどと

する。ただし、高さが６０cm以下の部分につい

てはこの限りでない。 
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東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
（
世
田
谷
区
決

定
）
 

都
市
計
画
世
田
谷
西
部
地
域
大
蔵
・
岡
本
・
鎌
田

・
瀬
田
地
区
地
区
計
画
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
 

名
 

称
 

世
田
谷
西
部
地
域
大
蔵
・
岡
本
・
鎌
田
・
瀬
田
地
区
地
区
計
画
 

位
 

置
 
※
 

世
田

谷
区

大
蔵
六
丁
目
、
岡
本
一
丁
目
、
岡
本
二
丁
目
、
岡
本
三
丁
目
、
鎌
田
三
丁
目
、
鎌
田
四
丁
目
、
瀬
田
四
丁
目
及
び
瀬

田
五
丁
目
各
地
内
 

面
 

積
 
※
 

約
１
０
６

.３
ｈ
ａ
 

地
区
計
画
の
目
標
 

当
該

区
域

は
、
世
田
谷
区
西
部
に
位
置
し
、
農
地
等
の
散
在
す
る
緑
豊
か
な
郊
外
住
宅
地
で
あ
る
。
区
域
の
状
況
は
、
道
路
、
公
園
等
の
基
盤

施
設
が
未
整
備
な
ま
ま
市
街
化
が
進
行
し
、
防
災
上
問
題
の
あ
る
住
宅
地
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
 

当
地

区
内

の
都
市
計
画
道
路
、
公
園
・
緑

地
等
の
整
備
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
及
び
公
園
緑
地
整
備
方
針
に
従
い
、
土
地
区
画
整
理
事
業

を
含
め
た
面
整
備
事
業
等
に
合
わ
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

本
計
画
は

、
地
区
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
面
整
備
事
業
の
導
入
を
推
進
し
、
市
街
地
の
総
合
的
な
整
備
を
目
指
す
。
農
地
等
低
・

未
利
用
地
の
市
街
化
に
際
し
て
は
、
積
極
的
に
面
整
備
事
業
の
誘
導
を
行
う
こ

と
に
よ
り
適
切
な
基
盤
施
設
を
整
備
し
、
良
好
な
住
宅
地
の
形
成

を
図
る
。
 

ま
た
、
面
整
備
事
業
導
入
ま
で
の
経
過
的
段
階
に
お
い

て
は
、
最
低
限
必
要
な
区
画
道
路
の
整
備
を
、
本
計
画
に
お
け
る
規
制
・
誘
導
に
よ
り

推
進
す
る
な
ど
し
て
、
幹
線
道
路
か
ら
著
し
く
離
れ
て
い
る
地
区
等
の
事
業
可

能
性
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
面
整
備
事
業
や
都
市
計
画

道
路
事
業
に
着
手
し
た
地
区
に
つ
い
て
も
、
周
辺

ア
ク
セ
ス
道
路
の
充
実
や
土
地
利
用
制
限
の
段
階
的
解
除
な
ど
に
よ
っ
て
支
援
す
る
。
 

以
上
の
よ

う
な
段
階
的
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
全
体
に
お
け
る
住
宅
市
街
地
と
し
て
の
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。
 

区 域 の 整 備 ・ 開 発 及

土
地
利
用
の
方
針
 

都
心

周
辺

の
住
宅
地
と
し
て
、
緑
豊
か
な
環
境
を
生
み
出
す
と
と
も
に
農
地
等
の
自
然
的
環
境
を
保
護
・
育
成
す
る
。
農
地
と
住
宅
地
が
共
存

す
る
農
園
住
区
と
し
て
宅
地
系
土
地
利
用
と
農
・
緑
地
系
土
地
利
用
と
の
調
和

を
目
指
す
。
 

面
整

備
事

業
に
よ
る
整
備
の
行
わ
れ
て
い
な
い
地
区
（
以
下
「
未
整
備
地
区
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
既
存
の
農
・
緑
地

等
を
活
用
し
た

緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
低
層
住
宅
地
と
し
て
の
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
事
業
に
着
手
し
た
地
区
に
お
い
て
は
、
低
層
住

宅
地
と
の
調
和
を
図
り
、
事
業
効
果
に
応
じ
て
生
活
利
便
施
設
な
ど
が
適
切
に

配
置
さ
れ
る
中
高
層
住
宅
地
と
し
て
、
新
た
な
土
地
利
用
を
誘
導

す
る
。
 

一
方
、
面
整
備
事
業
に
よ
る
整
備
済
地
区
（
以

下
「
整
備
済
地
区
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
公
園
・
緑
地
を
中
心
と
し
た
緑
の

拠
点
を
確

保
し
、
事
業
効
果
に
応
じ
た
良
好
な
中
層
又
は
中
高
層
住
宅
地
と
し
て
、
新
た

な
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
。
 

地
区
施
設
の
整
備
の
方
針

 
地

区
の
防

災
性
、
利
便
性
及
び
快
適
性
を
確
保
し
、
良
好
な

住
宅
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
基
盤
整
備
の
目
標
は
、
区
域
面
積
に
対
し
て
道

路
率
を
１
８
％
以
上
、
公
園
率
を
３
％
以
上
と
す
る
。
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び 保 全 に 関 す る 方 針
 

未
整
備
地

区
に
お
い
て
は
、
事
業
導
入
の
た
め
の
道
路
の
確
保
及
び
当
面
の
期
間
に
お
け
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
区
画
道
路
を
適
切

に
配

置
す

る
。
な
お
、
区
画
道
路
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
道
路
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
新
設
道
路
に
つ
い
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等

を
考
慮
の
上
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

建
築
物
等
の
整
備
の
方
針
 

良
好

な
居

住
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
未
整
備
地
区
に
お
い
て
は
、
地
区
施
設
整
備
の
進
捗
に
応
じ
て
、
容
積
率
の
最
高
限
度
、
建
蔽
率
の

最
高
限
度
及
び
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
を
定
め
る
。
 

整
備
済
地

区
に
お
い
て
は
、
そ
の
整
備
水
準
及
び
地
区
の
特
性
に
見
合
う
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
制
限
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。
 

景
観
を
考

慮
し
た
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
街
並
み
空
間
の
形
成
の
た
め
、
垣
又
は
さ
く
の
構
造
の
制
限
を
定
め
る
。
 

補
助
２
１

６
号
線
沿
道
地
区
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
低
層
住
宅
地
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
合
理
的
な
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
た
め
、
壁
面
の

位
置
の
制
限
、
建
築
物
等
の
高
さ
の
最
高
限
度
を
定
め
る
。
 

そ
の
他
当
該
地
区
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
に
関

す
る
方
針
 

１
 
補
助

２
１
６
号
線
沿
道
地
区
で
は
、
み
ど
り
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
街
並
み
空
間
の
形
成
の
た
め
、
積
極
的
な
既
存
樹
木
の
保
全
や
新
た
な
み

ど
り
の
創

出
に
努
め
る
。
 

２
 
補
助
２
１
６
号
線
沿
道
地
区
で
は
、
建
築
物
の
敷
地
内
に
浸
透
地
下
埋
設
管
、
浸
透
ま
す
、
透
水
性
舗
装
、
浸
透
側
溝
又
は
貯
留
施
設
な
ど
、

雨
水
の
河

川
等
へ
の
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
を
促
進
し
、
浸
水
被
害
の
防
止
及
び
水
環
境
の
保
全
等
に
努
め
る
。
 

地
　

区
　

整
　

備
　

計
　

画

地 区 施 設 の 配 置 及 び 規

道
路
 

建
築

基
準

法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
０
１
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
４
２
条
第
１
項
第
１
号
に
該
当
す
る
道
路
及
び

こ
の
地
区
計
画

の
告
示
以
降
に
同
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
道
路
を
区
画
道
路
と
す
る
。
な

お
、
当
該
道
路
の
現
況
幅
員
が
６
ｍ
未
満
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

そ
の
計
画
幅
員
を
６
ｍ
と
す
る
。
 

た
だ
し
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
区
域
に
は
、
区
画
道
路
を
配
置
し
な
い
。

 

１
 
次
の
公
告
（
以
下
「
土
地
区
画
整
理
事
業
の
認
可
等
の
公
告
」
と
い
う
。

）
の
あ
っ
た
区
域
 

(
1
)

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
２
９
年
法
律
第
１
１
９
号
）
第
９
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

の
認
可
の

公
告
及
び
同
法
第
１
０
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
の
認
可
の
公
告
 

(
2
)

土
地

区
画

整
理

法
第

２
１

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
る

土
地

区
画

整
理

組
合

の
設

立
に

つ
い

て
の

認
可

の
公

告
及

び
同

法
第

３
９

条
第

４

項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
の
認
可
の
公
告
 

(
3
)

土
地

区
画

整
理

法
第

５
１

条
の

９
第

３
項

の
規

定
に

よ
る

土
地

区
画

整
理

事
業

の
施

行
に

つ
い

て
の

認
可

の
公

告
及

び
同

法
第

５
１

条

の
１
０
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
の
認
可
の
公
告
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模
 

(
4
)

土
地

区
画

整
理

法
第

５
５

条
第

９
項

及
び

第
６

９
条

第
７

項
の

規
定

に
よ

る
事

業
計

画
の

決
定

の
公

告
並

び
に

同
法

第
５

５
条

第
１

３

項
及
び
第
６
９
条
第
１
０
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
変
更
の
公
告
 

(
5
)

土
地

区
画

整
理

法
第

７
１

条
の

３
第

１
１

項
の

規
定

に
よ

る
施

行
規

程
及

び
事

業
計

画
の

認
可

の
公

告
並

び
に

同
条

第
１

５
項

の
規

定

に
よ
る
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
公
告
 

２
 
道
路
の
築
造
を
伴
う
開
発
行
為
で
都
市
計
画
法
（
昭
和
４
３
年
法
律
第
１

０
０
号
）
第
３
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
が
完
了
し
た

旨
の
公
告

（
以
下
「
開
発
許
可
の
工
事
完
了
公
告
」
と
い
う
。
）
の
あ
っ
た
区
域
 

建
　

築
　

物
　

等
　

に
　

関
　

す
　

る
　

事
　

項

地
 

区
 

の
区
分
 

名
 
称
 

住
宅
地
区
 

補
助
２
１
６
号
線
沿
道
地
区
 

面
 
積
 

約
１
０
３

.９
ｈ
ａ

 
約
２
.４

ｈ
ａ
 

建
築
物
の
容
積
率
の

最
高
限
度
 
※
 

８
／
１
０
 

た
だ
し
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
敷
地
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
 

１
 

建
築

物
の

敷
地

に
接

す
る

す
べ

て
の

区
画

道
路

の
部

分
及

び
都

市
計
画
施

設
と
し
て
定
め
ら
れ
た
道
路
（
以
下
「
都
市
計
画
道
路
」

と
い

う
。
）
の
部
分
が
、
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
当
該
敷
地
の
場

合
 

２
 

土
地

区
画

整
理

事
業

の
認

可
等

の
公

告
の

あ
っ

た
区

域
の

場
合

又
は

道
路

の
築

造
を

伴
う

開
発

行
為

で
開

発
許

可
の

工
事

完
了

公

告
の
あ
っ

た
区
域
の
場
合
 

―
 

建
築
物
の
建
蔽
率
の

最
高
限
度
 

４
／
１
０
 

た
だ
し
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
敷
地
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
 

１
 

建
築

物
の

敷
地

に
接

す
る

す
べ

て
の

区
画

道
路

の
部

分
及

び
都

市
計
画
道

路
の
部
分
が
、
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
当
該
敷
地
の
場

合
 

２
 

土
地

区
画

整
理

事
業

の
認

可
等

の
公

告
の

あ
っ

た
区

域
の

場
合

又
は

道
路

の
築

造
を

伴
う

開
発

行
為

で
開

発
許

可
の

工
事

完
了

公

告
の
あ
っ

た
区
域
の
場
合
 

４
／
１
０
 

た
だ
し
、
東
京
都
風
致
地
区
条
例
（
昭
和
４
５
年
東
京
都
条
例
第
３

６
号

。
以
下
「
風
致
地
区
条
例
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
許
可
（
風
致

地
区

条
例
第
３
条
第
１
項
に
基
づ
く
建
築
物
の
建
築
に
係
る
許
可
（
風

致
地

区
条
例
第
５
条
第
１
項
第
５
号
た
だ
し
書
き
の
規
定
に
該
当
す
る

も
の

に
限
る
。
）
を
い
い
、
風
致
地
区
条
例
第
３
条
第
３
項
の
規
定
に

基
づ
く
協

議
を
含
む
。
以
下
「
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
は
、

こ
の

限
り
で
な
い
。
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建
築
物
の
敷
地
面
積

の
最
低
限
度
 

１
０
０
㎡
 

た
だ
し
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
敷
地
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
 

１
 

建
築

物
の

敷
地

に
接

す
る

す
べ

て
の

区
画

道
路

の
部

分
及

び
都

市
計
画
道

路
の
部
分
が
、
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
当
該
敷
地
の
場

合
 

２
 

土
地

区
画

整
理

事
業

の
認

可
等

の
公

告
の

あ
っ

た
区

域
の

場
合

又
は

道
路

の
築

造
を

伴
う

開
発

行
為

で
開

発
許

可
の

工
事

完
了

公

告
の
あ
っ

た
区
域
の
場
合
 

１
０
０
㎡
 

壁
面
の
位
置
の
制
限
 

―
 

建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
（
以
下
「
壁
面
」
と
い

う
。

）
ま
で
の
距
離
は
、
道
路
境
界
線
か
ら
２
ｍ
以
上
、
そ
の
他
の
境

界
線

か
ら
１
.
５
ｍ
以
上
と
す
る
 

た
だ
し
、
風
致
地
区
条
例
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の

限
り

で
な
い
。
 

建
築
物
等
の
高
さ
の

最
高
限
度
 

―
 

１
５
ｍ
 

建
築
物
等
の
形
態
又

は
色
彩
そ
の
他
の
意

匠
の
制
限
 

建
築
物
等

の
形
態
及
び
意
匠
は
、
周
囲
と
調
和
の
取
れ
た
も
の
と
す

る
。
 

１
 

建
築
物
等
の
形
態
及
び
意
匠
は
、
周
囲
と
調
和
の
取
れ
た
も
の
と

す
る
。
 

２
 

屋
外
広
告
物
等
を
設
置
す
る
場
合
は
、
美
観
・
風
致
を
損
な
わ
な

い
も
の
と
す
る
。
 

垣
又
は
さ
く
の
構
造

の
制
限
 

法
第

４
２

条
第

１
項

第
１

号
又

は
第

２
号

に
該

当
す

る
道

路
に

面

し
て
垣
又
は
さ
く
を
設
け
る
場
合
は
、
生
垣
又
は
フ
ェ
ン
ス
等
に
沿
っ

て
緑
化
し
た
も
の
な
ど
と
す
る
。
た
だ
し
、
高
さ
が
６
０

cm
以
下
の
部

分
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

道
路
に
面
し
て
垣
又
は
さ
く
を
設
け
る
場
合
は
、
生
垣
又
は
フ
ェ
ン

ス
等

に
沿
っ
て
緑
化
し
た
も
の
な
ど
と
す
る
。
た
だ
し
、
高
さ
が
６
０

c
m
以

下
の
部
分
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

「
区
域
は
、
計
画
図
表
示
の
と
お
り
」

  
 
 
  
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
※
は
知
事
協
議
事
項

理
由
：
補
助
２
１
６
号
線
の
事
業
化
に
伴
い
、
沿
道
の
土
地
利
用
を
適
切
に
誘
導
す
る
た
め
、
世
田
谷
西
部
地
域
大
蔵
・
岡
本
・
鎌
田
・
瀬
田
地
区
計
画
を
変
更
す
る
。
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